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W139a ASTRO-H搭載 硬X線望遠鏡 (HXT) 2号機の性能評価
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2015年に打ち上げ予定の次期X線天文衛星ASTRO-Hには、口径 45 cm/焦点距離 12 mの硬X線望遠鏡（HXT）
2台が搭載される。HXTは 1台あたり約 1300枚の反射鏡を持つ多重薄板型光学系の望遠鏡であり、2012年 7月
に完成した HXT-1 (1号機)に続き、現在は HXT-2 (2号機)の製作・評価を進めている。2013年 5月に HXT-2
反射鏡部分の組み上げが終了した後、大型放射光施設 SPring-8において反射鏡位置の調整を行い、性能を評価し
た。6月現在は宇宙科学研究所にて、視野外からの迷光を防止するプリコリメータの搭載を進めており、これに
よりHXT-2本体が完成する。その後 7月には、SPring-8での性能評価を予定している。
望遠鏡の主な性能として結像性能と集光力があり、それぞれ HPD (Half Power Diameter)と有効面積を指標

に評価する。今年 5月に行ったHXT-2反射鏡部分の性能測定では、速報値でHPD 1.8 分角、有効面積 190 cm2

との結果を得ており、HXT 1台あたりの要求性能（30 keVのエネルギーに対してHPD 1.7 分角、有効面積 150
cm2）をほぼ満たす事が確認出来た。また結像性能に関しては、HXT-1のHPD 1.9 分角を上回る結果であった。
本講演では、SPring-8におけるHXT-2のX線光学測定の結果について詳細報告を行う。また、HXT-1との性

能比較についても報告する。


